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(57)【要約】
【課題】挿入管の湾曲部の内部において、内蔵物間の相
対的な移動による損傷等のダメージを防止するために挿
入された位置規制部材が内臓物を圧迫し、内臓物に無理
な変形等を与え、圧迫による内蔵物のダメージを防止し
、あるいは低減し、内蔵物等の表面に傷が付くこと防止
し、または低減することができる内視鏡を提供する。
【解決手段】　自在に湾曲する湾曲部の両側に先端硬性
部と可撓部とを有する挿入管と、この挿入管の内部に配
置された複数の内蔵物と、これらの内蔵物が半径方向に
移動することを規制する位置規制部材とを有し、この位
置規制部材を、その断面形状が、隣接する内蔵物に対し
て弾性変形可能な樹脂製の管で構成したことにより、上
記課題を達成する。
【選択図】図４
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　自在に湾曲する湾曲部の両側に先端硬性部と可撓部とを有する挿入管と、
　この挿入管の内部に配置された複数の内蔵物と、
　これらの内蔵物が半径方向に移動することを規制する位置規制部材とを有し、
　前記位置規制部材を、その断面形状が、隣接する内蔵物に対して弾性変形可能な樹脂製
の管で構成したことを特徴とする内視鏡。
【請求項２】
　前記挿入管は、その内面に固定され、前記湾曲部を湾曲させるワイヤを挿通する複数個
のワイヤガイドを備え、
　前記内蔵物が、鉗子チャンネルを含み、
　前記位置規制部材を、前記湾曲部内の前記鉗子チャンネルの配置位置と対向する位置に
ある前記ワイヤガイドの外周輪部に近接する位置に配置し、前記隣接内蔵物が前記ワイヤ
ガイドの外周輪部に直接接触させないように、前記隣接内蔵物と前記ワイヤガイドの外周
輪部との間に介在させる請求項1に記載の内視鏡。
【請求項３】
　前記複数個のワイヤガイドは、互いに隣接し、その間に前記鉗子チャンネルが配置され
る２個のワイヤガイドと、この２個のワイヤガイドと対向するワイヤガイドとを有し、
　前記位置規制部材は、前記対向するワイヤガイドに接近して配置される請求項２に記載
の内視鏡。
【請求項４】
　前記複数個のワイヤガイドは、円周方向の４個所に設けられ、互いに隣接する２個のワ
イヤガイドと、この２個のワイヤガイドと対向する残余の２個のワイヤガイドとを備え、
　前記鉗子チャンネルは、互いに隣接する前記２個のワイヤガイドの間に配置され、
　２本の前記位置規制部材は、残余の２個の前記対向するワイヤガイドにそれぞれ接近し
て配置される請求項２または３に記載の内視鏡。
【請求項５】
　前記位置規制部材の外周方向への剛性が、前記隣接内蔵物の外周方向への剛性未満であ
る請求項1～４のいずれかに記載の内視鏡。
【請求項６】
　前記隣接内蔵物が、画像撮影用データケーブルおよびライトガイドを含み、
　前記位置規制部材が、前記隣接内蔵物の外皮よりも軟質の樹脂製チューブである請求項
1～５のいずれかに記載の内視鏡。
【請求項７】
　前記位置規制部材が、前記隣接内蔵物間、または前記湾曲部の内面と前記隣接内蔵物と
の間に形成される隙間より大径であり、この隙間に変形されて挿入される請求項1～６の
いずれかに記載の内視鏡。
【請求項８】
　自在に湾曲する湾曲部の両側に先端硬性部と可撓部とを有する挿入管と、
　この挿入管の内部に配置された複数の内蔵物と、
　これらの内蔵物が半径方向に移動することを規制する位置規制部材とを有し、
　前記挿入管は、その内面に固定され、前記湾曲部を湾曲させるワイヤを挿通する複数個
のワイヤガイドを備え、
　前記内蔵物が、鉗子チャンネルを含み、
　前記位置規制部材を、前記湾曲部内の前記鉗子チャンネルの配置位置と対向する位置に
ある前記ワイヤガイドの外周輪部に近接する位置に配置し、前記位置規制部材に隣接する
内蔵物が前記ワイヤガイドの外周輪部に直接接触させないように、前記隣接内蔵物と前記
ワイヤガイドの外周輪部との間に介在させることを特徴とする内視鏡。
【請求項９】
　前記複数個のワイヤガイドは、互いに隣接し、その間に前記鉗子チャンネルが配置され
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る２個のワイヤガイドと、この２個のワイヤガイドと対向するワイヤガイドとを有し、
　前記位置規制部材は、前記対向するワイヤガイドに接近して配置される請求項８に記載
の内視鏡。
【請求項１０】
　前記複数個のワイヤガイドは、円周方向の４個所に設けられ、互いに隣接する２個のワ
イヤガイドと、この２個のワイヤガイドと対向する残余の２個のワイヤガイドとを備え、
　前記鉗子チャンネルは、互いに隣接する前記２個のワイヤガイドの間に配置され、
　２本の前記位置規制部材は、残余の２個の前記対向するワイヤガイドにそれぞれ接近し
て配置される請求項８または９に記載の内視鏡。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、自在に湾曲する湾曲部の両側に先端硬性部と可撓部とを有する挿入管と、こ
の挿入管の内部に配置された複数の内蔵物と、この内蔵物が半径方向に移動することを規
制する位置規制部材を有する内視鏡に関するものである。
【背景技術】
【０００２】
　内視鏡は、一般的に、体腔の内部に挿入される可撓性の挿入管と、この挿入管を操作し
て進行方向を制御したり、画像を制御する操作部とからなっている。そして、この挿入管
は、先端硬性部と、リングを回転自在に連結して構成した湾曲部、および長尺の可撓部か
らなっている。
【０００３】
　そして、挿入管の内部には、検査対象を観察しながら処置具による処置を行うための鉗
子を挿入する鉗子チャンネルや、先端硬性部に固定されたカメラで撮影された画像を転送
するためのデータケーブル、体腔の内部を照明する光を先端硬性部に導くためのライトガ
イドなどのいくつかのケーブルやチューブが挿入管の内蔵物として挿通されている。
【０００４】
　これらのケーブルやチューブからなる挿入管の内蔵物は、挿入管の湾曲部を湾曲させる
ときには湾曲部の内部で共に湾曲する。しかし、湾曲する際に、外側にある内蔵物と内側
にある内蔵物とでは湾曲する円弧の長さが異なるので、内蔵物は、軸方向に移動すると共
に半径方向にも移動が生じる。そして、この湾曲を繰り返すことによって特定のケーブル
やチューブの半径方向の移動量が大きくなると、他のケーブルやチューブの間に割り込ん
で配列を乱すことになり、内蔵物の相互の間にねじれやからまりを引き起こして、内蔵物
の外皮を傷つけ、あるいは湾曲部をスムーズに湾曲させたり戻したりできないことが生じ
る結果となる。
【０００５】
　このような問題を解決するために、特許文献１および２に示すように、内蔵物の半径方
向の移動を規制するための部材を内蔵物の間に軸方向に挿通して、ケーブルやチューブを
軸方向のみに移動させることが行われている。
【０００６】
　特許文献１には、内蔵物移動抑制部材を、軸方向に沿って幅が変化するテーパー状に形
成した内視鏡が開示されている。特許文献１には、内蔵物移動抑制部材は、内蔵物を軸方
向以外に移動させないために配置されるものであり、この内蔵物移動抑制部材の形状やそ
の断面の剛性については、内蔵物を軸方向以外には移動させないために、内蔵物と同程度
あるいはそれ以上の剛性を有することが開示または示唆されている。
【０００７】
　また、特許文献２には、湾曲部内の内蔵物と内蔵物との間に生じる隙間の部分に金属製
の中空コイルによって形成した移動規制部材を配置した内視鏡が開示されている。特許文
献２に開示された移動規制部材は、断面形状が円形のステンレス鋼線材を一定の径で螺旋
状に密着巻きして構成されたコイルパイプまたはステンレス帯材を一定の径で螺旋状に巻
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いて形成された螺旋管であって、いずれも、移動規制部材の断面の変形に対しては非常に
高い剛性を有しているものである。
【０００８】
【特許文献１】特許第３１８１７０７号公報
【特許文献２】特開２００１－１３７１７８号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００９】
　ところで、特許文献１および２に開示されているように、挿入管の湾曲部内に内蔵物移
動抑制部材や移動規制部材（以下、移動規制部材と総称する）を配置したとしても、挿入
管の湾曲部を湾曲する際には、外側にある内蔵物と内側にある内蔵物とでは湾曲する円弧
の長さが異なるので、内蔵物は、軸方向に移動すると共に中心から外周方向、すなわち半
径方向にも移動が生じる。したがって、挿入管の湾曲部の実際の湾曲動作では、内蔵物を
外周方向に移動させようとする力が働き、内蔵物は、移動規制部材によって圧迫され、ダ
メージを受ける。
【００１０】
　また、内蔵物は、それぞれ必要な機能を達成するための材質が選択され、その材質など
に応じた剛性等を持つ。例えば鉗子チャンネルや送気／送水チャンネルなどの内蔵物は、
中空となっているが、鉗子チャンネルは鉗子を自由に挿通する必要があり、送気／送水チ
ャンネルは水や空気を確実に通す必要があるため、挿入管の湾曲部が湾曲する場合にも、
つぶれないような剛性を持っている。しかしながら、画像撮影用のデータケーブル（ハー
ネス）やライトガイド（ファイバー束）などの内蔵物は、湾曲可能ではあるが、内蔵物本
体の機能を確保し、損傷を防止するために内蔵物自体が軟質の外皮で被覆されている。こ
のため、挿入管の湾曲部には、内蔵物としてデータケーブルやライトガイドのように、軟
質の外皮で被覆された柔軟部材と、鉗子チャンネルや送気／送水チャンネルのように、中
空となっていてもある程度硬い、すなわちある程度の剛性を持つ潰れ難い部材とが混在し
ている。
【００１１】
　ここで、挿入管の湾曲部内に移動規制部材を配置したとしても、上述した特許文献１や
２に開示の従来技術の移動規制部材、例えば金属コイルのように、その剛性が、内臓物の
剛性以上であると、挿入管の湾曲部を湾曲する際には、内蔵物は、やはり、移動規制部材
によって圧迫され、ダメージを受ける。
　また、特許文献１および２に開示のように、移動規制部材が弾力性のある棒状および管
状の部材であったとしても、その径が小さく、その剛性が、内臓物の剛性以上であると、
挿入管の湾曲部を湾曲する際には、内蔵物は、やはり、移動規制部材によって圧迫され、
ダメージを受ける。
【００１２】
　また、このように所定の剛性を持ち、硬い移動規制部材が柔軟部材からなる内臓物に接
触していると、湾曲部が湾曲する際に、硬い移動規制部材が柔軟部材を圧迫して押し潰す
ため、柔軟部材が変形する等のダメージを受けたり、あるいは、表面が軟らかい柔軟部材
とが強く接触すると、柔軟部材の被覆外皮の表面に傷がついたりするなどのダメージを受
ける。
　なお、湾曲部を湾曲させるためのワイヤを挿通して保持するワイヤガイドは、湾曲部の
内面に固定され、内側に突出した形状であり、かつ、硬い、かつ剛性が非常に高い材料で
形成されているので、特許文献１および２に開示の内視鏡のように、柔軟部材である内臓
物がワイヤガイドに接していると、湾曲部が湾曲する際に、この硬いワイヤガイドから、
内蔵物、特に柔軟部材からなる内臓物が圧迫を受け、その結果ダメージを受け、また、ワ
イヤガイドに内臓物が接触して移動すると、硬いワイヤガイドが擦れて内蔵物の表面に損
傷が生じる。
【００１３】
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　本発明の目的は、上記従来技術に基づく問題点を解消し、挿入管の湾曲部の内部におい
て、内蔵物間の相対的な移動による損傷等のダメージを防止するために挿入された位置規
制部材が内臓物を圧迫し、内臓物に無理な変形等を与え、圧迫による内蔵物のダメージを
防止し、あるいは低減し、内蔵物等の表面に傷が付くこと防止し、または低減することが
できる内視鏡を提供することにある。
【課題を解決するための手段】
【００１４】
　上記課題を解決するために、本発明は、自在に湾曲する湾曲部の両側に先端硬性部と可
撓部とを有する挿入管と、この挿入管の内部に配置された複数の内蔵物と、これらの内蔵
物が半径方向に移動することを規制する位置規制部材とを有し、前記位置規制部材を、そ
の断面形状が、隣接する内蔵物に対して弾性変形可能な樹脂製の管で構成したことを特徴
とする内視鏡を提供するものである。
　ここで、前記挿入管は、その内面に固定され、前記湾曲部を湾曲させるワイヤを挿通す
る複数個のワイヤガイドを備え、前記内蔵物が、鉗子チャンネルを含み、前記位置規制部
材を、前記湾曲部内の前記鉗子チャンネルの配置位置と対向する位置にある前記ワイヤガ
イドの外周輪部に近接する位置に配置し、前記隣接内蔵物が前記ワイヤガイドの外周輪部
に直接接触させないように、前記隣接内蔵物と前記ワイヤガイドの外周輪部との間に介在
させることが好ましい。
【００１５】
　また、前記複数個のワイヤガイドは、互いに隣接し、その間に前記鉗子チャンネルが配
置される２個のワイヤガイドと、この２個のワイヤガイドと対向するワイヤガイドとを有
し、前記位置規制部材は、前記対向するワイヤガイドに接近して配置されることが好まし
い。また、前記複数個のワイヤガイドは、円周方向の４個所に設けられ、互いに隣接する
２個のワイヤガイドと、この２個のワイヤガイドと対向する残余の２個のワイヤガイドと
を備え、前記鉗子チャンネルは、互いに隣接する前記２個のワイヤガイドの間に配置され
、２本の前記位置規制部材は、残余の２個の前記対向するワイヤガイドにそれぞれ接近し
て配置されることが好ましい。
【００１６】
　また、前記位置規制部材の外周方向への剛性が、前記隣接内蔵物の外周方向への剛性未
満であることが好ましい。
　また、前記隣接内蔵物が、画像撮影用データケーブルおよびライトガイドを含み、前記
位置規制部材が、前記隣接内蔵物の外皮よりも軟質の樹脂製チューブであることが好まし
い。また、前記位置規制部材が、前記隣接内蔵物間、または前記湾曲部の内面と前記隣接
内蔵物との間に形成される隙間より大径であり、この隙間に変形されて挿入されることが
好ましい。
【００１７】
　また、上記課題を解決するために、本発明は、自在に湾曲する湾曲部の両側に先端硬性
部と可撓部とを有する挿入管と、この挿入管の内部に配置された複数の内蔵物と、これら
の内蔵物が半径方向に移動することを規制する位置規制部材とを有し、前記挿入管は、そ
の内面に固定され、前記湾曲部を湾曲させるワイヤを挿通する複数個のワイヤガイドを備
え、前記内蔵物が、鉗子チャンネルを含み、前記位置規制部材を、前記湾曲部内の前記鉗
子チャンネルの配置位置と対向する位置にある前記ワイヤガイドの外周輪部に近接する位
置に配置し、前記位置規制部材に隣接する内蔵物が前記ワイヤガイドの外周輪部に直接接
触させないように、前記隣接内蔵物と前記ワイヤガイドの外周輪部との間に介在させるこ
とを特徴とする内視鏡を提供するものである。
【００１８】
　また、前記複数個のワイヤガイドは、互いに隣接し、その間に前記鉗子チャンネルが配
置される２個のワイヤガイドと、この２個のワイヤガイドと対向するワイヤガイドとを有
し、前記位置規制部材は、前記対向するワイヤガイドに接近して配置されることが好まし
い。



(6) JP 2009-225852 A 2009.10.8

10

20

30

40

50

　また、前記複数個のワイヤガイドは、円周方向の４個所に設けられ、互いに隣接する２
個のワイヤガイドと、この２個のワイヤガイドと対向する残余の２個のワイヤガイドとを
備え、前記鉗子チャンネルは、互いに隣接する前記２個のワイヤガイドの間に配置され、
２本の前記位置規制部材は、残余の２個の前記対向するワイヤガイドにそれぞれ接近して
配置されることが好ましい。
【発明の効果】
【００１９】
　本発明によれば、位置規制部材を、その断面形状が、隣接する内蔵物に対して弾性変形
可能な樹脂製の管で構成したことにより、内視鏡の挿入管の湾曲部の内部に、潰れ難い部
材と比較的潰れ易い柔軟部材とが混在していても、その間に、挿入管の湾曲部の内面また
は他の内蔵物によって樹脂製の管で形成された位置規制部材を配置することによって、湾
曲部が湾曲する際に、潰れ難い部材が柔軟部材を押し潰して、柔軟部材が変形したり、あ
るいは表面が硬い部材と表面が軟らかい部材とが湾曲部が湾曲する際に強く接触すること
によって、表面が軟らかい部材の表面の被覆に傷がついたりするなどのダメージを受ける
ことを防止するのはもちろん、位置規制部材が、内臓物を圧迫し、内臓物に無理な変形等
を与え、圧迫による内蔵物のダメージを防止し、あるいは最大限に低減し、内蔵物等の表
面に傷が付くこと防止し、または最大限に低減することができる。
【００２０】
　また、本発明によれば、湾曲部を湾曲させるワイヤを挿通する複数個のワイヤガイドの
内、互いに隣接する２個のワイヤガイドの間に鉗子チャンネルを配置し、この２個のワイ
ヤガイドと対向するワイヤガイドに接近して位置規制部材を配置するように構成すること
によって、ワイヤガイドが内蔵物に接触することが防止され、位置規制部材に傷を付ける
ことがあっても内蔵物に傷を付けないようにして、ワイヤガイドによって内蔵物等の表面
に傷が付くことを最大限に防止することができる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００２１】
　以下に、本発明に係る内視鏡を添付の図面に示す好適実施形態に基づいて詳細に説明す
る。ここで、図１は、本発明の内視鏡の一実施例の全体を示す斜視図であり、図２は、図
１に示す内視鏡の挿入管の先端硬性部の一実施例を示す斜視図であり、図３は、図１に示
す内視鏡の挿入管の一実施例の一部を模式的に示す縦断面図であり、図４は、図１に示す
内視鏡の挿入管の湾曲部の一実施例の横断面図である。
【００２２】
　図１に示すように、本発明の内視鏡１０は、ＣＣＤセンサなどの撮像素子を用いて体腔
内などの検査対象（被写体）の画像を撮影して、検査対象を直接観察したり、検査対象の
動画や静止画の撮影を行う、いわゆる電子スコープ型の内視鏡であって、通常の内視鏡と
同様に、挿入管１２、操作部１４、コネクタ１６、ユニバーサルコード１８などを有する
ものであり、挿入部１２の先端には、ＣＣＤセンサなどの撮像素子を備えた先端硬性部２
０が配置されている。
【００２３】
　この内視鏡１０は、体腔（消化器や消化管、耳鼻咽喉など）等の検査対象となる部位に
挿入管１２を挿入し、先端硬性部２０に配置されたＣＣＤセンサなどの撮像素子で検査対
象を撮影して画像を表示装置などに表示して直接観察し、あるいは写真（静止画）や動画
を撮影し、さらには鉗子（図示しない）などを挿入して組織の採取や病巣の切除等を行う
ものである。そして、挿入管１２は、体腔内等の検査対象に挿入される可撓性のある長尺
の部材であって、先端硬性部２０、湾曲部２２および可撓部２４からなっている。
【００２４】
　先端硬性部２０には、図２に示すように、検査対象となる部位を撮像するためのＣＣＤ
センサ３０が配置されており、ＣＣＤセンサ３０によって検査対象を撮像するための光学
系として、レンズ３２およびレンズ３２に入射した画像（光）をＣＣＤセンサ３０の撮像
面に入射させるためのプリズム３４が設けられ、全体として、検査対象の画像を撮像する
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撮像部３６を構成している。また、ＣＣＤセンサ３０の出力信号は、処理基板３８によっ
てＡ／Ｄ変換等の所定の処理を施されて出力される。
【００２５】
　処理基板３８から出力された出力信号を伝達する出力信号線は、データケーブル４０と
して１つにまとめられている。このデータケーブル４０は、湾曲部２２および可撓部２４
を挿通して操作部１４に接続されており、操作部１４からユニバーサルコード１８、コネ
クタ１６を経て、ビデオコネクタ２６に接続されて、図示しない表示装置、たとえばＣＲ
ＴやＬＣＤにおいて動画として表示され、あるいはプリンタ装置で静止画像としてプリン
トアウトされる。
【００２６】
　また、先端硬性部２０には、検査対象を照明するための光を投射する２本のライトガイ
ド４２が配置されている。さらに、先端硬性部２０には、検査対象に空気や水等を送るた
めの送気／送水口４４や、組織の採取等を行う鉗子を検査対象の部位に挿入するための先
端側鉗子口４６等が開口している。そして、送気／送水口４４には、挿入管１４の内部に
挿通されている送気／送水チャンネル４８が接続され、鉗子口４６には、挿入管１４の内
部に挿通されている鉗子チャンネル５０が接続されている。
【００２７】
　湾曲部２２は、先端硬性部２０を所要の位置に挿入したり、ＣＣＤセンサ３０によって
目的の位置を撮影したりするために、操作部１４における操作によって上下および左右方
向（直交する４方向）に湾曲する部分である。本実施例の内視鏡１０においては、湾曲部
２２は、公知の内視鏡の湾曲部と同様に、図３に示すように、多数の円形のリング５２を
回転自在に連結した構成を有しており、このリング５２に、湾曲部２２を湾曲させるため
のワイヤ（図示しない）が接続されている。そして、この湾曲部２２は、後述するように
、操作部１４のＬＲツマミ５４およびＵＤツマミ５６（図１参照）の操作によって任意の
方向に湾曲する。
【００２８】
　可撓部２４は、先端硬性部２０および湾曲部２２を操作部１４とを繋ぐ部材であって、
検査対象となる部位への挿入に対して十分な可撓性を有する長尺な部材である。そして、
湾曲部２２および可撓部２４には、上述したデータケーブル４０、ライトガイド４２、送
気／送水チャンネル４８、鉗子チャンネル５０などの内蔵物と、湾曲部２２を湾曲させる
ためのワイヤ（図示せず）等が収容／挿通されている。
【００２９】
　操作部１４は、内視鏡１０の各種の操作を行う部材である。本実施例の内視鏡１０にお
いても、通常の内視鏡と同様に、上述のＬＲツマミ５４およびＵＤツマミ５６の他に、鉗
子チャンネル５０と連通し、必要に応じて鉗子などを挿入するための開口である挿入側鉗
子口５８、鉗子チャンネル５０を介して先端硬性部２０の先端側鉗子口４６から吸引を行
うための吸引ボタン６０、送気／送水チャンネル４８を介して先端硬性部２０の送気／送
水口４４から検査対象等に送気または送水を行うための送気／送水ボタン６２等が配置さ
れている。また、電子スコープである内視鏡１０には、これ以外にも、ズームスイッチ、
静止画の撮影スイッチ、動画の撮影スイッチ等、ＣＣＤセンサ３０によって画像を観察／
撮影するための各種のスイッチ類が設けられている。
【００３０】
　さらに、操作部１４には、上述したように、湾曲部２２を左方向および右方向に湾曲さ
せるＬＲツマミ（レフト・ライトツマミ）５４および湾曲部２２を上方向および下方向に
湾曲させるＵＤツマミ（アップ・ダウンツマミ）５６が配置されている。この内視鏡１０
においても、公知の各種の内視鏡と同様に、ＬＲツマミ５４およびＵＤツマミ５６を回す
ことによって湾曲部２２に接続するワイヤ（図示しない）を牽引して、これにより、リン
グ５２の相互の間隔を変えることによって湾曲部２２を上下および左右方向に湾曲させ、
これらを組み合わせて、上下／左右の任意の方向に湾曲させることができる。
【００３１】
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　コネクタ１６は、内視鏡１０を使用する際に必要な電源、撮像された信号を処理する信
号処理装置、および撮像を容易にするための補助手段である送水手段、送気手段、吸引手
段等と接続するための部材であり、検査対象を照明するためのライトガイド４２と照明光
源とを接続するためのＬＧ棒２８や、図示されていないが、内視鏡１０と送水手段と接続
するための給水コネクタ、送気手段と接続するための給気コネクタ、吸引手段と接続する
ための吸引コネクタ、電気メスを使用する際にＳコードを接続するＳ端子等が配置されて
いる。
【００３２】
　ユニバーサルコード１８は、コネクタ１６と操作部１４とを接続する部材であって、電
力を供給する電源コード、信号を伝達するデータケーブル等を有しており、さらに、２本
のライトガイド４２、送気／送水チャンネル４８に接続される給気管および給水管、吸引
管等も収容されている。
【００３３】
　上述したように、内視鏡１０は電子スコープであるので、コネクタ１６には、さらに、
信号処理装置を経てＣＲＴやＬＣＤなどの表示装置や静止画像をプリントアウトするプリ
ンタ装置等の出力装置に接続するためのビデオコネクタ２６が設けられている。従って、
先端硬性部２０に設けられたＣＣＤセンサ３０で撮像した画像は、挿入部１２のデータケ
ーブル４０を通って操作部１４に至り、操作部１４からはユニバーサルコード１８を通っ
てコネクタ１６を経て、ビデオコネクタ２６を介して信号処理装置（図示しない）に接続
され、表示装置や静止画像をプリントアウトするプリンタ装置などの出力装置に接続され
ている。
【００３４】
　図３は、本発明の内視鏡１０の挿入管１２を模式的に示した断面図である。図に示すよ
うに、挿入管１２は、先端硬性部２０と可撓部２４とこの先端硬性部２０と可撓部２４と
の間に配置された湾曲部２２とからなっており、湾曲部２２は、多数の円形のリング５２
を回転自在に連結した構成となっている。そして、この湾曲部２２の内部に、ライトガイ
ド４２や鉗子チャンネル５０などの内蔵物と共に、内蔵物が半径方向（中心から外周方向
またはその逆方向）に移動することを規制する位置規制部材７０が配置されている。
【００３５】
　このように、本実施例の内視鏡１０の挿入管１２は、自在に湾曲する湾曲部２２の両側
に先端硬性部２０と可撓部２４とを有する挿入管１２と、この挿入管１２の内部に配置さ
れた複数の内蔵物、例えばライトガイド４２や鉗子チャンネル５０等と、この内蔵物が半
径方向に移動することを規制する位置規制部材７０とを有している。そして、この位置規
制部材７０は、挿入管の湾曲部の内面または内蔵物に対して、その断面形状が弾性変形可
能な樹脂製の管で構成されている。
【００３６】
　この位置規制部材７０を構成する樹脂製の管は、挿入管の湾曲部の内面または内蔵物に
対してその断面形状が弾性変形可能であれば特に制限的ではないが、位置規制部材７０に
隣接する画像撮影用のデータケーブル４０やライトガイド４２などの隣接内蔵物の外皮よ
りも軟質の樹脂製チューブ、すなわち、これらの隣接内蔵物よりも断面形状が容易に変形
する材質の樹脂製のチューブであることが望ましく、樹脂製の管の外周方向への剛性が、
隣接内蔵物の外周方向への剛性未満であるであるのが好ましく、例えば、シリコンゴムや
軟質塩化ビニール製のチューブ、あるいは、軟質の発泡樹脂製のチューブなどが例示され
る。この場合、位置規制部材７０を構成する材料は、経時硬化が少なく、いつまでも軟ら
かく弾性がある材料であることが望ましい。
【００３７】
　図４は、挿入管１２の湾曲部２２における断面図である。図３に示すように、湾曲部２
２は、リング５２が連結して構成されており、図４に示すように、このリング５２の内部
に、湾曲部２２を湾曲させるためのワイヤ７２と、このワイヤ７２を挿通して支持するワ
イヤガイド７４が配置されている。このワイヤガイド７４は、図からも明らかなように、
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リング５２の内面に固定され、リング５２から内側に向かって突出しており、かつ、ワイ
ヤ７２を挿通して支持するために充分な強度と剛性が求められる部材であって、内蔵物よ
り高い剛性を有する金属またはプラスチックで構成されている。
【００３８】
　湾曲部２２の内部には、湾曲部２２を湾曲させるワイヤ７２を挿通する４個のワイヤガ
イド７４の内、互いに隣接する図４中左側と下側の２個のワイヤガイド７４ａの間に鉗子
チャンネル５０が配置されており、この２個のワイヤガイド７４ａと対向する図中右側と
上側の２個のワイヤガイド７４ｂに接近して２本の位置規制部材７０が配置されている。
【００３９】
　そして、本実施例では、鉗子チャンネル５０の両側に２本のライトガイド４２が、鉗子
チャンネル５０に対向する位置にデータケーブル４０が、鉗子チャンネル５０とデータケ
ーブル４０との間に送気／送水チャンネル４８が配置されている。ここで、鉗子チャンネ
ル５０と送気／送水チャンネル４８とは中空であり、データケーブル４０と２本のライト
ガイド４２とは中実となっている。
　上述したように、鉗子チャンネル５０や送気／送水チャンネル４８などの内蔵物は、中
空となっているが、鉗子チャンネル５０は、鉗子（図示せず）を自由に挿通する必要があ
り、送気／送水チャンネル４８は水や空気を確実に通す必要があるため、挿入管１２の湾
曲部２２が湾曲する場合にも、つぶれないような剛性を有し、ある程度硬い、すなわちあ
る程度の剛性を持つ潰れ難い部材である。
　一方、画像撮影用のデータケーブル４０や２本のライトガイド４２などの内蔵物は、湾
曲可能ではあるが、それぞれの機能を確保し、損傷を防止するために軟質の外皮で被覆さ
れている柔軟部材である。
【００４０】
　このように、挿入管１２の湾曲部２２の内部には、内蔵物として、データケーブル４０
や２本のライトガイド４２のように、軟質の外皮で被覆された柔軟部材と、鉗子チャンネ
ル５０や送気／送水チャンネル４８のように、中空となっていてもある程度硬い、すなわ
ちある程度の剛性を持つ潰れ難い部材とが混在している。
　このような挿入管１２の湾曲部２２において、２本の位置規制部材７０の各々が、ワイ
ヤガイド７４ｂ（の外周輪部）と送気／送水チャンネル４８（の外周）との間で、かつ、
データケーブル４０（の外皮）とライトガイド４２（の外皮）に挟まれた位置に配置され
ている。
　そして、図４から明らかなように、位置規制部材７０のサイズ（径）は、内蔵物相互（
データケーブル４０とライトガイド４２）または挿入管１２の湾曲部２２の内面（ワイヤ
ガイド７４ｂ）と内蔵物（送気／送水チャンネル４８）との間に形成される隙間より大径
であり、この隙間に位置規制部材７０の断面形状を変形させて挿入されている。
【００４１】
　なお、本実施例では、ワイヤガイド７４が湾曲部２２の円周方向の４個所に設けられて
おり、互いに隣接する図４中左側と下側の２個のワイヤガイド７４ａの間に鉗子チャンネ
ル５０を配置し、残余の図４中右側と上側の２個のワイヤガイド７４ｂにそれぞれ接近し
て２本の位置規制部材７０が配置されている。
【００４２】
　以上に詳述したように、本発明の内視鏡は、位置規制部材を、その断面形状が、隣接す
る内蔵物に対して弾性変形可能な樹脂製の管で構成したので、内視鏡の挿入管の湾曲部の
内部に、潰れ難い部材と比較的潰れ易い柔軟部材とが混在していても、その間に、挿入管
の湾曲部の内面または他の内蔵物によって樹脂製の管で形成された位置規制部材を配置す
ることによって、湾曲部が湾曲する際に、潰れ難い部材が柔軟部材を押し潰して、柔軟部
材が変形したり、あるいは表面が硬い部材と表面が軟らかい部材とが湾曲部が湾曲する際
に強く接触することによって、表面が軟らかい部材の表面の被覆に傷がついたりするなど
のダメージを受けることを防止するのはもちろん、位置規制部材が、内臓物を圧迫し、内
臓物に無理な変形等を与え、圧迫による内蔵物のダメージを防止し、あるいは最大限に低
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減し、内蔵物等の表面に傷が付くこと防止し、または最大限に低減することができるもの
である。
【００４３】
　また、本発明の内視鏡は、湾曲部を湾曲させるワイヤを挿通する複数個のワイヤガイド
の内、互いに隣接する２個のワイヤガイドの間に鉗子チャンネルを配置し、この２個のワ
イヤガイドと対向するワイヤガイドに接近して位置規制部材を配置したので、ワイヤガイ
ドが内蔵物に接触することが防止され、位置規制部材に傷を付けることがあっても内蔵物
に傷を付けないようにして、内蔵物等の表面に傷が付くことを最大限に防止することがで
きるものである。
【図面の簡単な説明】
【００４４】
【図１】本発明の内視鏡の一実施例の全体を示す斜視図である。
【図２】図１に示す内視鏡の挿入管の先端硬性部の一実施例を示す斜視図である。
【図３】図１に示す内視鏡の挿入管の一実施例の一部を模式的に示す縦断面図である。
【図４】図１に示す内視鏡の挿入管の湾曲部の一実施例の横断面図である。
【符号の説明】
【００４５】
　　１０　内視鏡
　　１２　挿入管
　　１４　操作部
　　１６　コネクタ
　　１８　ユニバーサルコード
　　２０　先端硬性部
　　２２　湾曲部
　　２４　可撓部
　　２６　ビデオコネクタ
　　２８　ＬＧ棒
　　３０　ＣＣＤセンサ
　　３２　レンズ
　　３４　プリズム
　　３６　撮像部
　　３８　処理基板
　　４０　データケーブル
　　４２　ライトガイド
　　４４　送気／送水口
　　４６　先端側鉗子口
　　４８　送気／送水チャンネル
　　５０　鉗子チャンネル
　　５２　リング
　　５４　ＬＲツマミ
　　５６　ＵＤツマミ
　　５８　挿入側鉗子口
　　６０　吸引ボタン
　　６２　送気／送水ボタン
　　７０　位置規制部材
　　７２　ワイヤ
　　７４，７４ａ，７４ｂ　ワイヤガイド
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